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＊adus:Innovation of Automated Driving for Universal Services

～人々に笑顔をもたらす交通社会を目指して～

公益社団法人自動車技術会
２０１５年春季大会 フォーラム ご説明資料



“現地現物”に基づく合理的な追求 → “価値革命”

レオナルド・ダ・ヴィンチとウィトルウィウス的人体図 ガリレオ・ガリレイ

『人間中心』への原点回帰

ルネッサンス
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（出所：NASA）

『高い目標設定』１)「１０年以内に人間を月に送る」

２）目標達成のプロセスと要素技術を明確化

３）各要素技術の完成を前提に全体計画構築

４）要素技術毎の確実な開発推進

『バックキャスティング』

『統合的アプローチ』

1-3アポロ計画
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- 精緻な工作力とアイディア

- 風洞実験による飛行メカニズム解明

- 飛行実験の繰り返しによる改良

（出典：Library of Congress, Prints & Photographs Division）

『現場主義』 による有人動力初飛行

1-2ライト兄弟
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○科学技術イノベーション総合戦略（平成25年６月７日閣議決定）
○日本再興戦略（平成25年６月14日閣議決定）

総合科学技術会議・イノベーションの司令塔機能強化

私たちは再び世界一を目指します。
世界一を目指すためには、なんと
言ってもイノベーションであります。

安倍政権として、新しい方針として、
イノベーションを重視していく。そ
のことをはっきりと示していきたい。

第107回総合科学技術会議 総理発言

SIP創設の背景
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総合科学技術・イノベーション会議（ＣＳＴＩ）

総合科学技術・イノベーション会議有識者議員（議員は、両議院の同意を経て内閣総理大臣によって任命）

原山優子議員
（常勤）

元東北大学教授

久間和生議員
（常勤）

元三菱電機
(株)常任顧問

平野俊夫議員
（非常勤）

大阪大学総長

大西隆議員
（非常勤）

日本学術会議
会長

[関係行政機関の長]

橋本和仁議員
（非常勤）

東京大学教授

内山田竹志議員
（非常勤）

トヨタ自動車
(株)取締役会長

機能

構成

内閣総理大臣及び内閣を補佐する「知恵の場」。
我が国全体の科学技術を俯瞰し、各省より一段高い立場から、総合的・基本的な科学技
術政策の企画立案及び総合調整を行う。平成13年1月、内閣府設置法に基づき、「重要
政策に関する会議」の一つとして内閣府に設置。

内閣総理大臣を議長とし、議員は、①内閣官房長官、②科学技術政策担当大臣、③総
理が指定する関係閣僚（総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、経済産業大臣）、④総理
が指定する関係行政機関の長（日本学術会議会長）、⑤有識者（７名）（任期２年（平成２
６年５月１９日以降に任命される者は３年）、再任可）の14名で構成。

機能

構成

中西宏明議員
（非常勤）

(株)日立製作所
執行役会長

小谷元子議員
（非常勤）

東北大学原子分
子材料科学高等
研究機構長兼大
学院理学研究科
教授
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SIPプログラムの概要

ＰＤ（プログラムディレクター）
（内閣府に課題ごとに置く）

総合科学技術・イノベーション会議（ＣＳＴＩ）

ガバニングボード（ＣＳＴＩ 有識者議員）

課題ごとに以下の体制を整備

推進委員会
ＰＤ（議長）、関係省庁、専門家、
管理法人、内閣府（事務局）

関係府省、管理法人など研究者

内閣府の支援体制を拡充

外部有識者

●府省・分野の枠を超えた横断型プログラム。
●社会的に不可欠で、日本の経済・産業競争力にとって重要な課題を
総合科学技術・イノベーション会議（ＣＳＴＩ）が特定、予算を重点配分。
●課題ごとにＰＤ（プログラムディレクター）を選出、
基礎研究から出口（実用化・事業化） までを見据え、
規制・制度改革や特区制度の活用等も視野に入れて推進。
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自動走行システムに係る国際的な動向

日本

米国

欧州
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我々がなすべき事

１．志の高い目標設定（地球的課題の解決）

２．バックキャスティング

３．統合的アプローチと産業構造の改革

４．国際連携と社会受容性の醸成

５．ビッグヒット 市民目線を忘れないこと
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